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1 平成 16 年の年間ドナー登録者数は 28364 人、移植件数は 798 例 

 

 11 月 12 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,208 1,548 201,300 256,331

患者登録者数 138 147 2,729 17,444

骨髄移植例数 74 69 ― 6,103

 注）数値は速報値のため 

   訂正されることがあります。 

3 「骨髄バンク・さい帯血バンク合同公開フォーラム」を開催します 
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今年度も NPO 法人全国骨髄バンク推進連絡協議会、日本さい帯血バンクネットワーク、

当財団の共催で合同フォーラムが開催されます。両バンクを利用されている患者、医師、

関係各方面の皆様から意見を事前に伺うアンケートを実施し、当日発表コメントさせてい

ただくことといたしました。近日中にホームページ上でご案内します。忌憚のないご意見

をお寄せください。関係者の皆様のご参加をお願いします。 

日時：２月 27 日(日) 10：00～17：00／会場：日赤会館 202 会議室（東京都港区） 

日本骨髄バンクの現状（平成 16 年 12 月末現在） 

昨年のドナー登録者数は 28364 人で、一昨年の 23216 人より 5148 人（22％）も増加しま

した。白血病を一部題材にした映画「半落ち」、「世界の中心で、愛をさけぶ」、「ロード８

８」が相次いで公開され、公共広告機構のＣM・夏目雅子編の大量放送により、骨髄バンク

へ社会的な関心の高まりを背景に、全国各地の関係者の皆様のご尽力により、年間３万人

へあと一歩に迫る実績となりました。 

移植件数は 798 件です。移植件数はここ３年間横ばいでしたが、前年の 730 例より 68 例

（９％）増加したのは、移植成績の安定と中高齢者（50 歳以上）の移植が年後半から顕著

に増加傾向を示したからと考えられます。本年も引き続き皆さまのご支援をお願い申し上

げます。 

2 ドナー登録要件が変更、今年３月をめどに実施へ 

昨年 12 月 24 日、厚生労働省の第 25 回造血幹細胞移植委員会が開催され、ドナー登録要

件の見直しが審議されました。その結果「ドナー登録年齢は 18 歳～50 歳」（適合検索およ

び提供は 20 歳から）、「ドナー登録時の家族同意確認は不要」（骨髄提供時では家族同意が

必要）の方針が承認され、登録時のビデオ視聴も原則省略することが了承されました。 

ドナー登録要件の変更は、国から行政通知が発出されてからとなりますので、それまで

は現行どおりの対応となりますが、今年 3 月をめどに実施される予定です。また、今後ド

ナー登録のしおり・「チャンス」、ドナー登録説明書・申込書などが改訂されます。 
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4 平成 16 年 12 月のドナー登録状況 
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6 財団各委員会開催予定 

傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局までお申し込みください。 

 公開・非公開 開催予定 

普及広報委員会 公  開 １月 20 日（木）18:00～20:00 廣瀬ビル２階会議室 

倫理委員会 公  開 １月 21 日（金）17:00～19:00 廣瀬ビル２階会議室 

ＨＬＡ委員会 公  開 １月 22 日（土）10:30～12:30 

ちよだプラットフォームスクウェア５階 503 号室 

常任理事会 公  開 １月 22 日（土）14：30～17：00 廣瀬ビル２階会議室

データ・試料管理委員会 一部非公開 ２月 12 日（土）13：00～16：00 廣瀬ビル２階会議室

5 国際協力の現状・バンクを介して２回提供された方・DLI 実施状況 

昨年 12 月のドナー登録者数は 1548 人、取消者数は 847 人、実質増加数は 701 人で、登

録者現在数は 20 万 1300 人となりました。昨年の連続毎月 2000 人超の登録は 11 カ月でス

トップし、登録会での登録者は前年同月比 75％と年間最少の登録数でした。また、骨髄バ

ンクニュース発行月のため登録取り消しが多く、登録者の実質増加数が 1000 人を割り込む

結果となりました。登録会は福島 21 回（120 人）、佐賀 18 回（16 人）、石川 11 回（11 人）、

愛知 10 回（49 人）、沖縄 10 回（136 人）、東京 7 回（52 人）、京都 7 回（37 人）と開催は

124 回（うち献血併行型は 112 回）で、登録者数は 756 人でした。本年も、ドナー登録者

の拡大に向けて努力してまいります。関係者の皆様、今年もどうぞご協力をお願いいたし

ます。 

１）国際協力の現状 

～2004.12末

登録患者数 全抗原適合* ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ数 移植数 累計移植数

NMDP(米国) ７ ６ ５ ０ 97

BTCSCC(台湾) ６ ５ ６ ０ 18

KMDP(韓国) ９ ５ ２ ０ 11
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登録患者数 全抗原適合* ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ数 提供数 累計提供数

NMDP(米国) 28 14 15 １ ５

BTCSCC(台湾) ０ ０ ０ ０ ０

KMDP(韓国) 93 57 44 １ 103
その他の国＊＊ ー ー ー ２ 17
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国内ﾄﾞﾅｰから海外患者へ

2004.10～12

海外ﾄﾞﾅｰから国内患者へ

→ 日本

 

＊ １人でも適合したドナー候補者が見つかった患者の数。 

** その他の国と地域は累計のみ掲載します。提供内訳は香港６件、英国２件、オランダ１件、オーストラリア１件、

  ブラジル２件、ドイツ２件、ベルギー２件、カナダ１件。 

２）骨髄バンクを介して２回提供された方（累計数）   203 人 

３）DLI（ドナーリンパ球輸注）療法の実施件数（累計数）       121 件 


